
平成１８年度 第１回鎌ケ谷市文化財審議会会議録 

 

１ 開催日時 平成 18 年 5 月 18 日（木曜日）10 時 00 分～11 時 45 分 

２ 開催場所 鎌ケ谷市役所３階 ３０３会議室 

３ 出席者 

(１)委員：下津谷委員長・新山副委員長・桑原委員・小川委員・佐藤委員 

  (２)市側：①川西教育長 

       ②事務局：石井部長・松永課長・木村補佐・犬塚文化係長・三石主査・ 

長沼主査補 

       ③欠席委員：なし 

４ 議題等 

人事異動による文化財関係新体制の紹介：木村補佐 

１．開 会：係長 

２．あいさつ：下津谷委員長 

３．議 題：司会進行 委員長 

(1)平成 18 年度文化財保護主要事業について（報告）(資料１)：事務局説明 

(2)小金中野牧の込跡及び初富小学校校庭西側所在野馬土手の指定申請の進捗状況に

ついて（報告）（資料２）：事務局説明 

―教育長、生涯学習部長途中より参加（教育長就任挨拶）― 

(3)市内の文化的景観・里山について（協議） 

(4)その他（鎌ケ谷大仏看板設置工事終了について報告） 

４．閉 会：副委員長 

 

５ 審議内容 

議題１ 平成 18 年度文化財保護主要事業について（報告） 

［質疑応答］ 

委 員：５の北西部地区文化財担当者連絡協議会発表会の開催は、前年度は、１週間程度ではなかっ

たのか。 

事務局：前回までは展示は１週間実施していたが、平日の来場者が少なく会場に立会う各市の職員の

負担が大きいため、次回は３日間で実施する予定とした。 

委員長：開催会場市の負担が大きくなるようなことはないか。 

事務局：協議会として発表会を開催するので会場市に予算的な負担がかかることはない。会場手配等

の事務的な働きをする必要はある。 

委員長：４の埋蔵文化財発掘調査事業の予算は３００万円となっているが、国の補助は５０％で、県

の補助は今現在何％か。 

事務局：現在１２．５％（１／８）となっている。 

委 員：６の小金中野牧の込跡史跡整備事業の中で、清掃はどの程度まで行うのか。下草まで全て刈

ってしまうと小動物や植物の生態に影響がでてしまうのでその点にも考慮が必要である。 

事務局：ゴミの撤去が最優先である。文化財的には史跡の状態が確認できる位に見通しが良くなるよ

う清掃したい。動植物の生態の保護にも考慮してどのように清掃するのがいいのかは、また



意見を伺って行ってゆきたいと考えている。 

委 員：所有者に承諾をとって立ち木等も伐採するのか。今のうちに所有者の許諾をもらい、取り除

けるものは何とかしたほうが良いのではないか。 

事務局：所有者と調整を図っていきたいと考えている。 

委員長：清掃管理はどこに委託するのか。 

事務局：シルバー人材センターに委託する。予算要求時に見積りをとっている。 

委 員：４の埋蔵文化財発掘調査事業にかかる費用であるが昨年と比べてどうか。 

事務局：昨年は 200 万円であったので５割増加となっている。国庫補助の対象となる調査として野馬

土手の調査がこれまでの本調査扱いから確認調査の対象となったため、その増加分を含んで

予算化したため増額している。また景気の影響で土地も流動化しているようで問い合わせや

照会件数も増加しているようだ。 

 

議題２ 小金中野牧の込跡及び初富小学校校庭西側所在野馬土手の指定申請の進捗状況

について（報告） 

［説 明］ 

事務局：小金中野牧の込跡は資料の地形測量図の右下に加えた谷津を含めた部分を申請し、合わせて

申請する初富小学校庭西側所在野馬土手は崩れている部分を通用口としていているが、その

部分を除いて指定申請をおこなう。 

     これからの予定として５月末までに指定申請に向けた調整をし、申請書の提出、用地測量を

し、その後、指定決定される予定となっている。また指定後は公有化(買い上げ)を行い、史

跡の活用方針の検討をしていく予定である。文化財審議会でも方針について諮ってゆきたい。 

［質疑応答］ 

委 員：谷津の部分の指定については所有者の意思確認はしているのか。 

事務局：内諾をいただいており、これから承諾書もいただくことになっている。 

委員長：指定部分の面積は確定しているのか。 

事務局：込跡の谷津部分と初富小学校の野馬土手を測量会社に求積を依頼しているところである。他

の部分についてはわかっている。 

委 員：込跡の入口はまごめ食堂の駐車場からになるのか。道路から離れたところにあるなら、整備

の時に考えなければならないのではないか。 

事務局：谷津の部分と貝柄山公園が隣接しているので、将来的にはその辺を活用した方向も考えて行

きたいと思う。 

委 員：史跡整備イコール駐車場設置にこだわらず歩道のアプローチだけでも可能ではないか。あま

り手を加えないで自然を楽しんでもらうというスタイルでもいいと思う。 

委 員：土手は谷津からどのくらいの高さがあるのか？ 

事務局：谷津から台地まで 12、3ｍ、土手の頂部まで約１５ｍ位の高さである。 

委 員：野馬土手には動植物の資料もたくさんある。指定は良いことだと思う。また、市内には小規

模であるが、残存している土手も少なくない。個人所有地内でも昔の状態が良くわかるものが

ある。今は希少となってしまっているが、かつては自生していた植物も見られることから、動

植物の観点からはそうした場所が何箇所か確保できるのが望ましい。動植物を含めた保護が図

られたら良いと思う。 

 



議題３ 市内文化的景観・里山について（協議） 

委員長：調査を行うことで日程を増加することに異論はないと思う。前回は該当箇所の３分の１程度

しか歩いていない。残り３分の２を歩いて、鎌ケ谷市としての里山としての定義をしてゆき

たい。先ずは歩く時期を考えたい。理想は下草のない冬が良いと思うが、それまでは時間が

先過ぎるのではないだろうか。 

委 員：秋か下草が生える前 5、6月がいいのではないのか？ 

委 員：秋がいいのでは。また季節毎に見てゆくという方法もある。 

委 員：今月か来月に 1回歩いたほうがいい。あまり調査の間が空いてしまうと前の回の調査から見

落としてしまうこともある。 

部 長：市議会が 5月 25 日開会で 6月 9日閉会なので 6月の中旬以降としていただければと思う。 

委員長：6月 21 日辺りがいいので、そのあたりで設定してゆくこととする。 

事務局：時間や調査場所については新山委員と相談させていただいて決めたいと思う。 

委 員：文化的景観というと、１、２箇所残したらそれ以外の小さいものは消えてしまうことが多い。

また文化的景観の定義についてもどの辺りまで考えるのかを確認しておきたい。 

部 長：里山の要素をもった地域を中心に調査をして里山の定義付けをしていきたい。議会や一般市

民の要望等を考慮して里山として残せるもの、また地域の形態として保存できる範囲を定め

る必要もある。周知のためにも本格的な調査をして記録として残すことも大切である。 

行政の対応としては調査の結果を受けて都市部や農業関連部局との係わり合いを考慮した

うえで、予算の裏付けなども含めた意思統一を図る必要もある。粟野の森は公有化している

が、他についてはまだ現状を把握しなければならない段階であり、文化的景観・里山につい

ては公有化という以前に内部的な意見調整が図られていないので、先ずは市として意思決定

をしなければならないと思う。 

委 員：前回の視察調査から近々にできるものとして寺社関係などから手をつけ、中長期的には、粟

野の森などのようなものを考えて行けばいいのではないか。文化庁が定義しているすべての

条件を備えることは無理としても、1つか 2つの要素を備えたものも検討に値すると思う。 

委 員：保全林を活用していくのもいいのではないか。 

部 長：保全林は都市部公園緑地化が管理しているが、指定は行政で管理は個人ということで問題も

出てきており難しい。 

委員長：全体的な体系を整備した資料としてマップを作ってほしい。 

委 員：個人のものになるが屋敷林などは、価値が高いと考える。 

部 長：文化財的に公有化することが望ましいが財源が少ない今、非常に難しいのが現状である 

委員長：１万分の１の都市計画図に前回調査したところに印をつけたものを資料として用意していた

だきたい。では次回６月 21 日に調査して、前回歩いたところと含めていろいろな意見を持

ち寄り検討し、文化的景観・里山の定義について協議していきたいと思う。 

 

議題４について報告を行い終了  

以上、会議の経過を記載し、相違ないこと証するため、次に署名する。 

平成１８年 ５ 月１８日 

署名人   下津谷 達男     


